
地域を支える　看護職を目指して
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いつも笑顔でまごころ込めて

良質な医療・看護を提供するために
人材育成に力を注いでいます。
当院は昭和30年の開設以来、高度医療を提供する急性期型基幹病院として、北九州の地域医

療に貢献してきました。地域医療支援病院、地域がん診療連携拠点病院、福岡県周産期母子

医療センター、災害拠点病院として役割を発揮しています。ICU、NICU、緩和ケア病棟などを

有し、超低体重児から高齢者まで幅広い発達段階における急性期看護を学べることは当院の

強みです。

また、全国に57あるグループ病院の中には、訪問看護ステーションや老人保健施設を持つ病

院もあり、皆さんがやりたい看護がJCHOにはあります。

「信頼される、あたたかい看護の実践」を目指しながら、職員がこの病院で働くことに誇りと

生き甲斐を持ち、幸せを感じることが出来る職場作りに努めています。

PNSを取り入れて、お互いを助けあい学びあいながら看護を行っています。安心して成長でき

る環境が整った当院で、一緒に働きませんか。

看護部長　

 【看護部概要】

常勤看護職員数／約620名

入院基本科　急性期一般入院科１

変則二交代制

パートナーシップ・ナーシング・システム

看護部

魅力ある職場づくりに取り組んでいます
副看護師長会は魅力ある職場を目指して「フィッシュ！」に取組んでいます。

新採用者フィッシュは5月に遊び心を取り入れ、3人1組になり相手のいいところ探しをします。

ゲーム感覚で参加できるのでみんなが笑顔になり同期として支え合う気持ちがさらに高まりま

す。プリセプターからのメッセージカードもあります。

平成20年から病院職員のために「スタッフ・メンタルヘルス相談室」が開設されています。ここで相談

される内容は、相談に来られた方の了解なしにカウンセラー以外にもれることはありません。安心して

ご相談ください。

● カウンセラーからのメッセージ

当院にはメンタル（こころの健康）サポートとして、職員対象の相談室があります。患者さんの治療
を最前線で支える看護師の皆さんが、自分らしさも大切にしながら働けることをサポートしたいと
思っています。

看護部の理念
信頼される、
あたたかい看護
の実践

スタッフ・メンタルヘルス相談室



■基礎看護技術集合教育スケジュール
4　月 5　月

口腔ケア・オーラルケア 筋肉内注射・皮下注射

口腔内吸引 静脈採血

酸素吸入と酸素ボンベの取り扱い 清潔操作と滅菌物の取り扱い

全身清拭・寝衣交換 導尿（留置カテーテル挿入と管理）

陰部洗浄・おむつ交換 輸液の管理

トランスファー（移乗・移送） 静脈注射

フィジカルアセスメント 輸血の管理

意識障害の観察と記録 シリンジポンプの取り扱い方

マネジメント
ジェネラリスト
スペシャリスト

〈3年目研修〉
●教えること
●リーダーシップ　他

研修内容
〈2年目研修〉
●学習のしかた
●プリセプター研修　他

〈1年目研修〉

充実した継続教育で質の高い看護を提供します。新人
教育

医療機器の取り扱い

オーラルケア

電子カルテ

交流会

事例検討

ラダー認定式

■新人教育
月 項　目 内　容

4 月
入職時多職種合同オリエンテーション 
　　　　　　　　　　　（3 日間）
集合研修（3日間）

病院の概要　就業規則　医療情報システム 
医療安全　感染対策　チームビルド研修　など
基礎看護技術　看護記録　電子カルテの使い方

5 月 集合研修（3日間） 基礎看護技術　医療機器の取り扱い  メンタルヘルス フィッシュ

6 月 集合研修
新人交流会

心電図の取り方　ＢＬＳシミュレーション研修
技術研修（4 月・5 月・6 月）実施内容のフォローアップ　新人同士の交流

7 月 新人交流会 技術研修（4 月・5 月・6 月）実施内容のフォローアップ　新人同士の交流

8 月 新人交流会 技術研修（4 月・5 月・6 月）実施内容のフォローアップ　新人同士の交流

9 月
多重課題シミュレーション研修開始 
ローテーション研修開始
新人交流会

多重課題の模擬体験 
手術室、ＩＣＵ、救急外来など他部署の研修
技術研修（4 月・5 月・6 月）実施内容のフォローアップ　新人同士の交流

10 月 6 ｹ月フォローアップ研修 高齢者認知症看護　がん看護　半年の振り返り

12 月 統合演習 事例の提示　ロールプレイ

1 月 逆シャドウ研修開始 実際の看護実践の場面をシャドウイング

3 月 12 ｹ月フォローアップ研修 災害看護　地域連携　12 ヶ月の振り返り　オレムのセルフケア理論＊

＊がん看護専門看護師からオレムのセルフケア理論について講義とグループワークを行います。 
　2 年目に患者のもつ力に注目した「セルフケア支援」の看護実践について事例をまとめ発表をします。

※Ⅲ〜Ⅴ
　教育方法に関する研修

地区事務所
主催　研修

（1 泊 2 日）



からのメッセージ

当院では診療看護師１名、専門看護師４名、14分野23名の認定看護師が院内外で

活躍しています。

また、特定行為研修修了者も増えています。

慢性疾患看護専門看護師

慢性疾患は、患者さんやご家族が毎日の

生活の中で管理していかなければならな

い病気です。私は、患者さんが納得して

また安心して治療に取り組むことができ

るように、一緒に療養方法を話し合いま

す。皆さんが出会う糖尿病やその他の慢

性疾患患者さんの療養方法について、疑

問や心配があればいつでもご連絡くださ

い。必要な情報を提供したり、相談にも

のっていきたいと思います。

皮膚・排泄ケア認定看護師
　　　　　　（特定行為研修修了）

褥瘡対策専従看護師として、チームや各

部署スタッフと連携し褥瘡予防・治癒促

進・教育に取り組んでいます。また、管

理困難なストーマ・創傷・失禁ケアに関

するコンサルトに対応しています。ケア

に係る中で、特定行為の必要な場面に遭

遇することが多く、創傷管理関連の特定

行為研修を修了しました。特定認定看護

師として、多職種と連携しながらシーム

レスなケア提供の実現を目指します。

診療看護師

2021年４月より診療看護師（以下Nurse 

Practitioner：NP）として活動を開始

しております。

日本では2008年から法制化に先駆けて大

学院修士課程においてNP養成コースを

開設しており、大学院では身体診察学、

病態生理学、薬理学を中心とする医学教育を受け、NP資格認

定試験合格また特定行為（21区分38行為）を研修終了していま

す。当院では看護部長室に所属し、現在麻酔科で診療看護師業務

にあたっています。今年度は、麻酔科・救急総合診療科医師の指

導のもとで安全で確実な診療を行うための知識や技術を習得して

いきます。そして、診療看護師として看護実践能力の基盤、そし

て医学的知識・技術や特定行為を用いて診療にあたることができ

るという強みを生かし、患者ニーズの増大や多様化、複雑化した

病態が増加する中でも、医師・コメディカルと協働し、診療・看

護をタイムリーかつ効果的･効率的に提供し、患者の QOL の向

上に寄与していきたいと考えています。

救急看護認定看護師

当院の救急センターでは、医師・看護師

を含め、チームが一丸となり、相談しあ

いながら患者さんの回復という目標に向

かって取り組んでいます。救急領域では

看護ケアの結果が短時間で現れるため、

一瞬も気が抜けないことが大変でもあ

り、楽しみ、やりがいでもあります。救

急看護は看護の力を最大限に発揮できる

分野です。一緒に救急看護師として頑

張ってみませんか。

エキスパートの育成に努めています。スペシャ
リスト

先輩
看護師

専門看護師からの講義分　野 人数
診療看護師 1
専門看護師 がん看護 2

慢性疾患看護 1
感染症看護 1

認定看護師 感染管理 3
皮膚・排泄ケア 3
救急看護 2
集中ケア 2
手術看護 2
糖尿病看護 1
緩和ケア 2
がん化学療法看護 2
がん放射線療法看護 1
小児救急看護 1
認知症看護 1
慢性心不全看護 1
摂食・嚥下障害看護 1
脳卒中リハビリテーション看護 1

認定看護管理者 3
特定行為研修修了者 2

令和 3 年 6月1日現在



チーム医療が充実しています。チーム
医療

医療
安全

感染
管理

褥瘡
対策

退院
支援

栄養
管理

認知症
ケア

呼吸
管理

口腔
ケア

緩和
ケア

患者
家族

多職種
協働の
チーム

褥瘡
カンファレンス

認知症ケア

病棟スタッフの細やかな情報提供に
耳を傾ける褥瘡対策チーム

院内デイケアに
取り組んでいます。

感染ラウンド

感染チームが手指衛生等の
ラウンドを行っています。

多職種で
カンファレンス
とラウンド



各部署を紹介します。

救急外来は、二次救急医療施設としての役割を担って

いますが、重度外傷、心肺停止状態等の三次救急の患

者さんも受け入れています。また当院は災害拠点病院

で、災害発生時は現地での救護活動と受け入れを行いま

す。熊本地震や朝倉豪雨の際は、DMAT（災害派遣医療

チーム）を編成し、多職種とともに現地での救護活動を

行いました。

突発的な外傷や病気の患者さん・家族の方を心身ともに支援していけるよう、スタッフ一同、努めています。

こんにちは。4階北病棟は一般病棟35床ＧＣＵ16床からなる小児専門病棟です。

一般病棟には肺炎や胃腸炎といった感染症、喘息や腸重積、川崎病など小児に固有な疾患に加え、外科・耳鼻科・

整形外科などの手術が必要なこども達が入院しています。また、けいれんや溺水、交通事故など救急対応が必要

な重症なこども達や在宅医療が必要な重症心身障害児の受け入れも行っています。

ＧＣＵには集中治療を終え、状態が落ち着いてきた赤ちゃんや先天性心疾患で手術が必要な赤ちゃんが入院して

います。

採血などが行われる処置室にはこども達が好きなキャラクターやおもちゃを置いて治療や検査のストレス軽減に

努めています。受け持ち看護師が中心となり、退院後の生活を踏まえた

育児指導を行っています。

スタッフ全員で笑顔でこども達の入院生活をサポートしています♩♩♩

手術室は手術室13室と心臓カテーテル検査室、アンギオ室があり、毎日

様々な症例が行われています。学生の時、実習などで手術室に入る機会が

少ないため、どのようなことをしたら良いのか具体的にイメージがわかず

不安だと思います。しかし、オリエンテーションからまず始めていき、わか

らないことはプリセプターや臨床指導者が全力でバックアップします！多

科に渡る手術室では多くの疾患や解剖、そして病棟では経験出来ない手

術看護など多くの事を学ぶことができる場所です。是非私達と一緒に頑

張っていきましょう！！

小児専門
病棟

救急外来

部署
紹介

手術室

救急医療・災害医療に興味のある方、是非一緒に働きましょう！

幅広い疾患に対応するため、専門的知識・技術が求められます。

ロボット（ダヴィンチ）鏡視下手術を行っている様子

手術看護認定看護師の 2 人です

私たちも…



◉インターンシップについて
春と夏にインターンシップを行っています。当院の看護を体験してみた

い方、興味のある方、春休みや夏休みを利用してインターンシップに参

加してみませんか。臨地実習とは違った病院の雰囲気や看護を見ること

ができると思います。

病棟コース、手術室コース、医療安全・感染管理コース、透析室コー

ス、救急外来コース、皮膚・排泄ケアコースなどがあります。

対象者、申込み方法はホームページをご覧ください。

教育・実習センター
医師や看護師、医療技術者が実践的なトレーニングを行う「教育実習センター」を開設しました。新人

看護師や中途採用者がいつでも技術トレーニングができ、自信を持って看護技術を提供できるようにな

ります。

◉ワークライフバランス◉やすらぎのある快適なくらし

BLS 講習会

講義風景

コーポ白梅（寮） 全室冷暖房完備（寮） 保育室 クリスマス会

採血静脈注射モデルでトレーニングができます。

皮下注射

小児の気管内挿管のトレーニング中です。

教材モデル

【宿　泊】…………………………… 遠方の方は宿泊室を準備します。

【食　事】…………………………… 病院が負担します。（職員食堂）

【インターンシップ中の事故】…… 万が一のけがや事故の場合は、当院が加入している保険の範囲内で補償致します。

【学生さんが準備するもの】……… 実習用ユニフォーム、シューズ、頭髪をまとめるピン、ゴムなど

※子育てしながら働き続けることができます。
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